
　国内の青年
技能者（原則
23歳以下）を
対象に、技能競
技を通じ、青年
技能者に努力
目標を与えると
ともに、技能に
身近に触れる
機会を提供す
るなど、広く国
民一般に対し
て技能の重要
性及び必要性
をアピールし、
技能尊重機運
の醸成に資す
ることを目的と
した「技能五輪
全国大会」が、
11月に愛知県
で開催され、貴
金属装身具職
種では10名が
参加し、金賞＝

福島大志さん（東京都：ヒコ・みづの
ジュエリーカレッジ）、銀賞＝野々村美
紅さん（東京都：㈱ミキモト装身具）、
小澤宗寿さん（山梨県：山梨県立宝石
美術専門学校）、銅賞＝井上瑠美奈さ
ん（大阪府：ヒコ・みづのジュエリーカ
レッジ大阪）、松渕颯真さん（東京都：
ヒコ・みづのジュエリーカレッジ）の5名
が入賞した。
　この大会は、昭和38年から毎年開
催されており、幅広い職種を対象とす
る、唯一の全国レベルの技能競技大会
だ。偶数年度の大会は、翌年に開催さ
れる技能五輪国際大会（唯一の世界
レベルの技能競技大会（隔年開催））
の選手選考を兼ねており、今大会の入
賞者5名の中より、来年9月にフランス
のリヨンで開催される技能五輪国際

大会に出場する1名が決められる。
　この大会運営は、日本ジュエリー協
会（JJA）技能者育成支援委員会が担
い、坂巻章雄氏（競技委員主査）、飯田
敏夫氏（競技委員）、小池浄氏（競技委
員）、榊原敏洋氏（競技委員）、横山裕
氏（運営委員）、薬師寺智子氏（競技補
佐員）の6名を派遣し、若手の育成支
援に力を入れている。また、育成支援の
一環として、「ものづくり」に対する関心
を高め、競技大会への参加者を増や
し、ひいては日本のジュエリーの品質を
維持向上させるために表彰制度を設
け、入賞者には報奨金（金賞：10万円、
銀賞：5万円、銅賞:3万円）を用意。新
年賀詞交歓会で表彰式を行う予定
だ。
　同大会の競技課題は、「支給された
K18地金を使い、課題作品を11時間
で製作すること」。指定寸法に測り材料
の切り出し、やすり掛け、ろう付、表面
の仕上げをすべて手作業で行う。選手
一人ひとりが考えたフリーデザインを
組み入れることも課題の要素になって
いる。また、競技期間中は競技や開会

式、閉会式などがライブ配信され
る。応援に駆けつける人達もいる
が、行かれない人はリアルタイムで
の視聴で応援したい。

　宝飾業界からは、常に職人不足
の声が聞かれている。決して高くは
ない「工賃」が問題になっている
が、解決策どころか、改善しようと
いう意識も見られないのが現状だ
ろう。「淘汰されるしかない」と簡
単に口にする者もいる。職人が輝
かなければ、職人を希望する若者
が増えないし、せっかく入ってきた
人材も育たない。人や物に投資す
るという考えが育まれてこなかっ
た業界ではあるが、人口が減り、ラ
イフスタイルも変化し、自由な働き

方を求める傾向が強い現代社会にお
いて、「ものづくり」に投資をしておかな
いと、ジュエリーがいくら魅力的なアイ
テムだと思われたとしても、国民の多く
から愛されるアイテムには成り得ない。
職人の魂が宿るアイテムだからこそ
ジュエリー作りの基幹となる職人への
対応は考えていくべきことだろう。

　そのためだけにJJAの会員になるこ
とも第一歩と言える。意見を出し仲間
を集めることでも力になる。過去に退会
した人でも、時代が変わり、中身も変
わっているので、次世代を育て産業の
発展に繋がる活動に目を向けてもらい
たい。

　RX Japan㈱による
「第35回 国際宝飾
展」が、1月17日～20
日の4日間、東京ビッグ
サイトで開催される。
　国際宝飾展（IJT）は、日本最
大の宝石の祭典としてあらゆる
種類のジュエリー・アクセサリー
が一堂に集結し、『実際に見て、
比べて、特別価格で仕入れがで
きる』展示会だ。
　前会期よりも100社増やし、
720社の宝飾卸・メーカーが出展、バ
イヤー、宝飾ビジネスに関心のある人、
ハンドメイドクリエイターなど、23,000
名の来場を見込んでいる。
　今会期で最も注目したいのは、ジュ
エリーの歴史や最新トレンドを学べる
セミナーだ。

　初日17日（水）にはGIA Tokyo 合
同株式会社、2・3日目には一般社団法
人日本ジュエリー協会によるセミナー
を計6本併催する。
　現在も人気のあるモンタナ・サファイ
アの歴史や、昨今注目されているジェン
ダーレスジュエリー、さらに、ファンシー

カラー・ダイヤモンド
の魅力を学べる機会
だ。
　これからジュエ
リーコーディネー

ターの資格取得を検討している
人には、「JCフェス in IJT2024」
のJC検定の試験対策セミナーの
聴講を勧めたい。セミナーは満席
になり次第受付終了のため、早め
の申し込みを推奨する。
　同展には125万点のジュエ

リー、61万点の素材が出展予定だ。来
場前に出展社・出展商品情報をホーム
ページ上で確認することを推奨する。
商品検索ページでは、「製品」、「価格
帯」、「素材」などカテゴリー別に検索、
写真付きで商品情報を確認できる。ぜ
ひ活用したい。

お知らせ　
　コラム「木村さんのひとり言」は、都合によりお休みと
なります。次号は2024年1月15日を予定しています。

　鋳造機メーカーとして宝飾加工機
器の様々な技術・商品開発を推し進め
る㈱田邊研電（東京都世田谷区）は、1
月17日から始まる国際宝飾展 東3
ホール（27-47）に出展し、コンパクトで
評判の真空遠心鋳造機をはじめ、初出

展となるダイヤのガードルに刻印がで
きる宝石専用刻印機など、“あなたの想
像を超える一台”を紹介する。
　その他、初披露となる宝石専用3Dス
キャナー、ジュエリー写真撮影システム、
新型3Dプリン
ター、レーザー溶
接機、レーザー
彫刻機、ラボグロ
ウンダイヤモンド
判別機など。
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